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真核細胞において小胞体(ER)膜上で合成されたタンパク質は分泌経路を経てそれぞれに定
められた細胞内または細胞外区画へ運搬され、細胞活動に重要な役割を果たしている。分泌































質の糖鎖合成に関与するUDP-N-acetylgulucosamine: dolichol phosphate N-acetylglucosamine-
1-P transferase (GPT)は、シロイヌナズナで高発現されることによって、糖鎖合成の阻害剤
であるツニカマイシンに対して抵抗性を与えることが知られている。そこで、著者は新たな
選抜マーカーとしてGPT遺伝子をもつ植物形質転換用バイナリーベクターの開発を行った。
本ベクターシリーズでは既存のpGWBシリーズと同様の2種類のシステム（pGWBとR4pGW
B）が取り入れられ、16種類のレポーターまたはエピトープタグも利用可能である。シロイ
ヌナズナを用いた有用性試験の結果から本ベクターによる形質転換体は0.15 mg L-1のツニ
カマイシンを含む培地によって最も効果的に選抜されることが示された。 
以上の結果から、AtSec24Bと24CはCOPIIとして機能し、雌雄両方の配偶体形成に重複し
て関与していることが明らかにされた。また、開発されたツニカマイシン耐性バイナリーベ
クターはより多彩な多重形質転換体の作製に利用でき、今後の形質転換体を用いた植物研究
の発展に貢献すると期待された。 
